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暴酬e
計算科学技術活用型特定研究開発推進事業（ACT－JST）研究開発終了シンポジウム

　理論・実験に次ぐ第三の科学技術と呼ばれている

「計算科学技術」を活用した研究開発課題を募集・推進

している．今般，平成11年度採択4課題が2002年9月

末で研究開発を終了し，平成12年度採択4課題が2003

年3月末で3年間の研究開発期問を終了する．そこで，

各課題の研究開発内容並びにこれまでに得られた成果

を報告．

研究開発分野：①物質・材料分野　②生命・生体分野

　　　　③環境・安全分野　④地球・宇宙観測分野

日時：2003年1月29日（水）13：00～19：00

会場：日本科学未来館

参加費：無料（レセプションは有料）

申込締切：1月23日（木）予定

主　催：科学技術振興事業団

問い合わせ先：「ACT－JSTシンポジウム事務局」

　　（財）日本科学技術振興財団　振興部

　　〒102－0091東京都千代田区北の丸公園2番1号

　　　　Te1：03－3212－2454，Fax：03－3212－0014

　　　　E－mai1：actjst＠jsf．or．jp

　　　　URL：http：〃ppdjsf．orjp／shinko／actjst／
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